
(57)【要約】

本発明の或る態様では、建築者の測定及び罫引き工具を

提供している。本工具は、第１側辺と、第１側辺に対し

垂直に伸張する第２側辺と、第１及び第２側辺と交差し

て直角三角形の斜辺を形成する第３側辺とを含む、直角

三角形の形状をした平板状の部材を有する。本工具は、

更に、第３側辺から内側に間隔を空けて配置され、第３

側辺に平行な少なくとも１つの直線状の辺によって境界

が定められている細長開口部を備えている。本工具は、

更に、細長開口部の少なくとも１つの直線状の辺に沿っ

て形成されている第１隅木谷木罫引き目盛を備えている

。更に、本工具は、細長開口部の少なくとも１つの直線

状の辺に平行な第１内側側辺と、第１内側側辺に沿って

形成されている第２隅木谷木罫引き目盛を有する開口部

を備えている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 側 辺 と 、 該 第 １ 側 辺 に 対 し 垂 直 に 延 び る 第 ２ 側 辺 と 、 該 第 １ 及 び 第 ２ 側 辺 と 交 差 し
て 直 角 三 角 形 の 斜 辺 を 形 成 す る 第 ３ 側 辺 と を 含 む 平 板 状 部 材 と 、
　 該 第 ３ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 該 第 ３ 側 辺 に 平 行 な 少 な く と も １ つ の 直
線 状 の 辺 に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ て い る 細 長 開 口 部 と 、
　 該 細 長 開 口 部 の 該 少 な く と も １ つ の 直 線 状 の 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ る 第 １ 隅 木 谷 木 罫 引 き
目 盛 と 、
　 該 細 長 開 口 部 の 該 少 な く と も １ つ の 直 線 状 の 辺 に 平 行 な 第 １ 内 側 側 辺 を 有 す る 開 口 部 と
、
　 該 第 １ 内 側 側 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 第 ２ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛
と
を 有 す る 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 更 に 、 該 細 長 開 口 部 の 第 ２ の 直 線 状 の 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 、 ラ イ ズ 単 位 値 を 使 っ
て 測 定 さ れ る 普 通 垂 木 罫 引 き 目 盛 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工
具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 第 １ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 が 、 ラ イ ズ 単 位 値 と 度 数 測 定 値 の 内 の １ つ を 使 っ て 測 定 さ れ
、 該 第 ２ 隅 棟 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 が 、 第 １ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 を 使 っ て 罫 引 き さ れ な い 該 ラ
イ ズ 単 位 値 と 該 度 数 測 定 値 の 内 の １ つ を 使 っ て 測 定 さ れ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 築 者 の 測
定 及 び 罫 引 き 工 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 第 ２ 側 辺 を 工 作 物 上 を 伸 張 す る よ う に 配 置 す る と き に 、 該 工 作 物 に 当 接 す る た め の 、
該 第 １ 側 辺 に 沿 う 当 接 手 段 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き
工 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 材 木 の 標 準 的 な 幅 に 相 当 す る 所 定 の 距 離 を 含 む 、 該 第 １ 側 辺 か ら の 距 離 を 罫 引 く た め の
、 該 第 ２ 側 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 距 離 罫 引 き 目 盛 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 建
築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 角 度 を 罫 引 き 、 普 通 垂 木 の 鉛 直 線 に 対 す る 度 数 測 定 値 を 罫 引 く た め の 、 該 第 ３ 側 辺 に 沿
っ て 形 成 さ れ て い る 角 度 罫 引 き 目 盛 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 建 築 者 の 測 定 及 び 罫
引 き 工 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 該 第 ２ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て お り 、 該 第 ２ 側 辺 に 平 行 な 少 な く と も １
つ の 罫 書 き 辺 を 有 し 、 該 少 な く と も １ つ の 罫 書 き 辺 が 、 該 第 １ 側 辺 か ら の 該 所 定 の 距 離 に
少 な く と も １ つ の 欠 刻 を 含 ん で い る 、 罫 書 き 棒 状 部 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 建 築
者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 該 開 口 部 が 更 に 、 該 平 板 状 の 部 材 の 該 第 １ 側 辺 に 平 行 な 第 ２ 内 側 側 辺 と 、 該 第 ２ 内 側 側
辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 該 平 板 状 の 部 材 の 該 第 ２ 側 辺 か ら の 距 離 を 表 示 し て い る 直 線 状 の 罫
引 き 目 盛 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 該 開 口 部 が 更 に 、 該 平 板 状 の 部 材 の 該 第 ２ 側 辺 に 平 行 で 、 該 第 ２ 側 辺 か ら 内 側 に 、 間 柱
の 標 準 的 な 寸 法 に 相 当 す る 所 定 の 距 離 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 第 ３ 内 側 側 辺 を 有 す
る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 該 罫 書 き 棒 状 部 が 、 該 第 ２ 側 辺 か ら 内 側 に 、 間 柱 の 標 準 的 な 寸 法 の 半 分 に 相 当 す る 所 定
の 距 離 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 罫 書 き 辺 を 有 す る 、 請 求 項 ８ に 記
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載 の 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 に お い て 、
　 直 角 三 角 形 を 有 し 、 第 １ 側 辺 と 、 該 第 １ 側 辺 に 対 し 垂 直 に 伸 張 す る 第 ２ 側 辺 と 、 該 第 １
及 び 第 ２ 側 辺 と 交 差 し て 該 直 角 三 角 形 の 斜 辺 を 形 成 す る 第 ３ 側 辺 と を 有 す る 平 板 の 状 部 材
と 、
　 該 第 ３ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 該 第 ３ 側 辺 に 平 行 な 相 対 す る 直 線 状 の 辺
に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ て い る 細 長 開 口 部 と 、
　 該 第 ２ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 該 第 ２ 側 辺 に 平 行 な 少 な く と も １ つ の 罫
書 き 辺 を 有 す る 罫 書 き 棒 状 部 で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ の 罫 書 き 辺 が 、 材 木 の 標 準 的
な 幅 に 相 当 す る 該 第 １ 側 辺 か ら 所 定 の 距 離 に 少 な く と も １ つ の 欠 刻 を 含 む 、 罫 書 き 棒 状 部
と 、
　 直 角 三 角 形 の 開 口 部 で あ っ て 、 互 い に 直 角 に 交 差 す る 第 １ 内 側 側 辺 及 び 第 ２ 内 側 側 辺 と
、 該 直 角 三 角 形 開 口 部 の 斜 辺 と な る 第 ３ 内 側 側 辺 と を 有 し 、 該 第 ３ 内 側 側 辺 が 、 該 細 長 開
口 部 の 該 相 対 す る 直 線 状 の 辺 に 平 行 で あ る 、 直 角 三 角 形 の 開 口 部 と 、
を 有 す る 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 直 角 三 角 形 を 有 し 、 第 １ 側 辺 と 、 該 第 １ 側 辺 に 対 し 垂 直 に 伸 張 す る 第 ２ 側 辺 と 、 該 第 １
及 び 第 ２ 側 辺 と 交 差 し て 該 直 角 三 角 形 の 斜 辺 を 形 成 す る 第 ３ 側 辺 と を 含 み 、 該 第 １ 側 辺 と
前 記 第 ２ 側 辺 の 交 点 が 枢 軸 点 を 画 定 す る 、 平 板 状 の 部 材 と 、
　 該 第 ２ 側 辺 が 工 作 物 上 を 伸 張 す る よ う に 配 置 す る と き に 、 前 記 工 作 物 に 当 接 さ せ る た め
の 、 該 第 １ 側 辺 に 相 当 接 手 段 と 、
　 材 木 の 標 準 的 な 幅 に 相 当 す る 所 定 の 距 離 を 含 む 、 該 第 １ 側 辺 か ら の 距 離 を 罫 引 く た め の
、 該 第 ２ 側 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 距 離 罫 引 き 目 盛 と 、
　 角 度 を 罫 引 き 、 普 通 垂 木 の 鉛 直 線 に 対 す る 度 数 測 定 値 を 罫 引 く た め の 、 該 第 ３ 側 辺 に 沿
っ て 形 成 さ れ て い る 角 度 罫 引 き 目 盛 と 、
　 該 第 ２ 側 辺 に 平 行 な 少 な く と も １ つ の 罫 書 き 辺 を 有 す る 該 第 ２ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空
け て 配 置 さ れ て い る 罫 書 き 棒 状 部 で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ の 罫 書 き 辺 が 、 該 第 １ 側
辺 か ら 前 記 所 定 の 距 離 に 少 な く と も １ つ の 欠 刻 を 含 む 、 罫 書 き 棒 状 部 と 、
　 該 第 ３ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て お り 、 該 第 ３ 側 辺 に 平 行 な 相 対 す る 直 線
状 の 辺 に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ て い る 細 長 開 口 部 と 、
　 普 通 垂 木 の 鉛 直 線 に 対 し て ラ イ ズ 値 を 罫 引 く た め の 、 該 細 長 開 口 部 の 第 １ の 直 線 状 辺 に
沿 っ て 形 成 さ れ て い る 垂 木 罫 引 き 目 盛 と 、
　 隅 木 谷 木 の 鉛 直 線 に 対 し て ラ イ ズ 値 及 び 度 数 測 定 値 の 内 の １ つ を 罫 引 く た め の 、 該 細 長
開 口 部 の 第 ２ の 直 線 状 の 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 第 １ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 と 、
　 直 角 三 角 形 の 開 口 部 で あ っ て 、 互 い に 直 角 に 交 差 す る 第 １ 内 側 側 辺 及 び 第 ２ 内 側 側 辺 と
、 該 直 角 三 角 形 開 口 部 の 斜 辺 と な る 第 ３ 内 側 側 辺 と を 有 し 、 該 第 ３ 内 側 側 辺 が 該 細 長 開 口
部 の 相 対 す る 直 線 状 の 辺 に 平 行 で あ る 、 開 口 部 と 、
　 該 第 １ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 を 使 っ て 罫 引 か れ て い な い 、 該 ラ イ ズ 値 及 び 該 度 数 測 定 値 の
内 の ど ち ら か 一 方 を 罫 引 く た め の 、 該 第 ３ 内 側 側 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ る 第 ２ 隅 木 谷 木 罫 引
き 目 盛 と 、
　 該 第 １ 内 側 側 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 該 第 ２ 側 辺 か ら の 距 離 を 表 示 す る 直 線 状 の 罫 引 き 目
盛 と 、
　 を 有 す る 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 を 使 っ て 、 工 作 物 に シ ー ト カ ッ ト 欠 き 込 み を 罫 引 く 方 法 で
あ っ て 、 該 工 具 が 、 直 角 三 角 形 を 有 す る 平 板 状 の 部 材 を 有 し 、 第 １ 側 辺 及 び 該 第 １ 側 辺 に
対 し て 垂 直 に 伸 張 す る 第 ２ 側 辺 と 、 該 第 １ 側 辺 に 沿 う 当 接 手 段 と 、 材 木 の 標 準 的 な 幅 に 相
当 す る 所 定 の 距 離 を 含 む 、 該 第 １ 側 辺 か ら の 距 離 を 罫 引 く た め の 該 第 ２ 側 辺 に 沿 っ て 形 成
さ れ て い る 距 離 罫 引 き 目 盛 と 、 該 第 ２ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 該 第 １ 側 辺
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か ら 前 記 所 定 の 距 離 に 配 置 さ れ る 少 な く と も １ つ の 欠 刻 を 含 む 、 該 第 ２ 側 辺 に 平 行 な 少 な
く と も １ つ 罫 書 き 辺 を 有 す る 罫 書 き 棒 状 部 と 、 を 含 む 、 該 方 法 に お い て 、
　 該 工 作 物 に 鉛 直 線 を 引 く 段 階 と 、
　 該 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 を 、 該 工 作 物 の 上 に 、 該 当 接 手 段 を 該 工 作 物 の 側 辺 に 沿
わ せ て 配 置 す る 段 階 と 、
　 該 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 を 、 該 工 作 物 の 該 側 辺 に 沿 っ て 、 該 所 定 の 距 離 を 罫 引 く
た め の 該 距 離 罫 引 き 目 盛 が 該 鉛 直 線 と 重 な る ま で 滑 動 さ せ る 段 階 と 、
　 該 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 を 、 該 第 １ 側 辺 と 該 第 ２ 側 辺 の 交 点 で 画 定 さ れ る 枢 軸 点
を 中 心 に し て 、 該 鉛 直 線 が 、 該 所 定 距 離 を 罫 引 く た め の 該 距 離 罫 引 き 目 盛 と 、 該 第 １ 側 辺
か ら 前 記 所 定 の 距 離 に 配 置 さ れ る 該 罫 書 き 棒 状 部 の 前 記 少 な く と も １ つ の 欠 刻 と に 交 差 す
る ま で 、 回 転 さ せ る 段 階 と 、
　 シ ー ト カ ッ ト 欠 き 込 み を 、 該 工 具 の 該 第 ２ の 直 線 状 の 辺 に 沿 っ て 、 該 鉛 直 線 か ら 該 工 作
物 の 該 側 辺 ま で 罫 引 く 段 階 と
を 有 す る 方 法 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 ３ ５ 合 衆 国 法 典 ξ １ １ ９ （ ｅ ） の 利 益 を 主 張 し 、 ２ ０ ０ ３ 年 ３ 月 ７ 日 出 願 の
米 国 特 許 仮 出 願 第 ６ ０ ／ ４ ５ ３ ， ０ ９ ９ 号 を 参 照 し 本 発 明 の 一 部 と す る も の で あ る 。
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 屋 根 ふ き 又 は 構 造 物 の 骨 組 み に 使 用 す る た め の 屋 根 ふ き 用 直 角 定 規 の 様 な 測
定 及 び 罫 引 き 用 工 具 の 分 野 に 関 す る 。
　 様 々 な 三 角 形 の 屋 根 ふ き 用 直 角 定 規 が 基 本 的 な 屋 根 の 建 築 に 使 用 さ れ る こ と は 既 知 で あ
る 。 こ れ ら を 使 え ば 、 大 工 は 、 普 通 垂 木 や 、 隅 木 及 び 谷 木 を 含 め 、 屋 根 の 骨 組 み を 作 る た
め の 様 々 な 種 類 の 垂 木 を 測 定 し 切 断 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 既 知 の 屋 根 ふ き 用 直 角 定
規 を 使 え ば 、 ユ ー ザ ー は 、 ラ イ ズ 測 定 用 の 物 差 し の よ う な １ つ の 測 定 物 差 し だ け を 使 っ て
、 隅 木 及 び 谷 木 の 垂 直 切 断 印 を 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 更 に 、 既 知 の 屋 根 ふ き 用 直 角 定 規 を 使 え ば 、 大 工 は 、 直 角 定 規 の 特 定 の 造 形 部 を 鉛 直 線
と 整 列 さ せ る こ と に よ っ て 垂 木 に 水 平 、 即 ち 、 シ ー ト カ ッ ト の 欠 き 込 み を 罫 引 く こ と が で
き る 。 こ の 造 形 部 の 唯 一 の 目 的 は 、 シ ー ト カ ッ ト の 欠 き 込 み を 罫 引 く こ と で あ る 。 異 な る
機 能 を 実 施 す る た め の 別 の 構 造 を 直 角 定 規 に 加 え る と す れ ば 、 シ ー ト カ ッ ト 欠 き 込 み 造 形
部 の 位 置 と 形 状 を 変 更 す る 必 要 が 生 じ る で あ ろ う 。 こ れ は 、 大 工 が 、 造 形 部 を 鉛 直 線 と 正
確 に 整 列 さ せ る の を よ り 困 難 に す る の で 、 シ ー ト カ ッ ト 欠 き 込 み 造 形 部 の 効 果 に 悪 影 響 を
与 え る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 っ て 、 屋 根 の 骨 組 み を 作 る た め の 垂 木 に 様 々 な 種 類 の 切 断 部 を 罫 引 く た め の 簡 単 で 効
果 的 な 手 段 を 有 す る 屋 根 ふ き 用 直 角 定 規 が 必 要 と さ れ て き た 。 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の ひ と つ の 態 様 で は 、 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 を 提 供 し て い る 。 こ の 工 具 は
、 第 １ 側 辺 と 、 第 １ 側 辺 に 対 し 垂 直 に 延 び る 第 ２ 側 辺 と 、 第 １ 及 び 第 ２ 側 辺 と 交 差 し て 直
角 三 角 形 の 斜 辺 を 形 成 す る 第 ３ 側 辺 と を 含 む 直 角 三 角 形 を 有 す る 平 板 状 の 部 材 を 備 え て い
る 。 本 工 具 は 、 ま た 、 第 ３ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 第 ３ 側 辺 に 平 行 し た 少
な く と も １ つ の 直 線 状 の 辺 に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ て い る 細 長 開 口 部 を 備 え て い る 。 本 工
具 は 、 更 に 、 細 長 開 口 部 の 少 な く と も １ つ の 直 線 状 の 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 第 １ 隅 木
谷 木 罫 引 き 目 盛 を 備 え て い る 。 更 に 、 本 工 具 は 、 細 長 開 口 部 の 少 な く と も １ つ の 直 線 状 の
辺 に 平 行 な 第 １ 内 側 側 辺 と 、 第 １ 内 側 側 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 第 ２ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目
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盛 と を 有 す る 開 口 部 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 で も 、 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 を 提 供 し て い る 。 こ の 工 具 は 、 第
１ 側 辺 と 、 第 １ 側 辺 に 対 し 垂 直 に 延 び る 第 ２ 側 辺 と 、 第 １ 及 び 第 ２ 側 辺 と 交 差 し て 直 角 三
角 形 の 斜 辺 を 形 成 す る 第 ３ 側 辺 と を 含 む 直 角 三 角 形 を 有 す る 平 板 状 の 部 材 を 備 え て い る 。
本 工 具 は 、 更 に 、 第 ３ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 第 ３ 側 辺 に 平 行 な 相 対 す る
直 線 状 の 辺 に よ っ て 境 界 が 定 め ら れ て い る 細 長 開 口 部 を 備 え て い る 。 本 工 具 は 、 更 に 、 第
２ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 第 ２ 側 辺 に 平 行 な 少 な く と も １ つ の 罫 書 き 辺 を
有 す る 罫 書 き 棒 状 部 を 備 え て い る 。 罫 書 き 辺 は 、 第 １ 側 辺 か ら 所 定 の 距 離 に 少 な く と も １
つ の 欠 刻 を 含 ん で い る 。 更 に 、 本 工 具 は 、 互 い に 直 角 に 交 差 す る 第 １ 内 側 側 辺 及 び 第 ２ 内
側 側 辺 と 、 直 角 三 角 形 開 口 部 の 斜 辺 と な る 第 ３ 内 側 側 辺 と を 有 す る 直 角 三 角 形 形 状 の 開 口
部 を 備 え て い る 。 第 ３ 内 側 側 辺 は 、 細 長 開 口 部 の 相 対 す る 直 線 状 の 辺 に 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 態 様 で も 、 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 を 提 供 し て い る 。 こ の 工 具 は
、 第 １ 側 辺 と 、 第 １ 側 辺 に 対 し 垂 直 に 延 び る 第 ２ 側 辺 と 、 第 １ 及 び 第 ２ 側 辺 と 交 差 し て 直
角 三 角 形 の 斜 辺 を 形 成 す る 第 ３ 側 辺 と を 含 む 直 角 三 角 形 を 有 す る 平 板 状 の 部 材 を 備 え て い
る 。 第 １ 側 辺 と 第 ２ 側 辺 の 交 点 が 枢 軸 点 で あ る 。 本 工 具 は 、 更 に 、 第 ２ 側 辺 が 工 作 物 上 を
わ た っ て 配 置 さ れ る と き に 、 工 作 物 に 当 接 さ せ る 、 第 １ 側 辺 に 沿 っ た 当 接 手 段 を 備 え て い
る 。 本 工 具 は 、 更 に 、 第 １ 側 辺 か ら の 距 離 を 印 す た め の 、 材 木 の 標 準 的 な 幅 に 相 当 す る 所
定 の 距 離 を 含 む 第 ２ 側 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 距 離 罫 書 き 目 盛 を 備 え て い る 。 本 工 具 は
、 更 に 、 角 を 罫 引 き 、 普 通 垂 木 の 鉛 直 線 に 対 す る 度 数 測 定 値 を 罫 引 く た め の 、 第 ３ 側 辺 に
沿 っ て 形 成 さ れ て い る 角 度 罫 書 き 目 盛 を 備 え て い る 。 本 工 具 は 、 更 に 、 第 ２ 側 辺 か ら 内 側
に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 罫 書 き 棒 状 部 を 備 え て い る 。 罫 書 き 棒 状 部 は 、 第 ２ 側 辺 に
平 行 な 少 な く と も １ つ の 罫 書 き 辺 を 有 し て い る 。 罫 書 き 辺 は 、 材 木 の 標 準 的 な 幅 に 相 当 す
る 第 １ 側 辺 か ら の 所 定 距 離 に 、 少 な く と も １ つ の 欠 刻 を 含 ん で い る 。 本 工 具 は 、 更 に 、 第
３ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ 、 第 ３ 側 辺 に 平 行 な 相 対 す る 直 線 状 の 辺 に よ っ て
境 界 が 定 め ら れ て い る 細 長 開 口 部 を 備 え て い る 。 本 工 具 は 、 更 に 、 普 通 垂 木 の 鉛 直 線 に 対
し て ラ イ ズ 値 を 罫 引 く た め の 、 細 長 開 口 部 の 第 １ の 直 線 状 の 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 普
通 垂 木 罫 引 き 目 盛 を 備 え て い る 。 本 工 具 は 、 更 に 、 隅 木 及 び 谷 木 の 鉛 直 線 に 対 し て ラ イ ズ
値 及 び 度 数 測 定 値 を 罫 引 く た め の 、 細 長 開 口 部 の 第 ２ の 直 線 状 の 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い
る 第 １ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 を 備 え て い る 。 本 工 具 は 、 更 に 、 互 い に 直 角 に 交 差 す る 第 １ 内
側 側 辺 及 び 第 ２ 内 側 側 辺 と 、 直 角 三 角 形 開 口 部 の 斜 辺 と な る 第 ３ 内 側 側 辺 と を 有 す る 直 角
三 角 形 形 状 の 開 口 部 を 備 え て い る 。 第 ３ 内 側 側 辺 は 、 細 長 開 口 部 の 相 対 し た 直 線 状 の 辺 に
平 行 で あ る 。 本 工 具 は 、 更 に 、 ラ イ ズ 値 及 び 度 数 測 定 値 の 内 の 、 第 １ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛
を 使 っ て 罫 引 か れ て い な い ど ち ら か 一 方 を 罫 引 く た め の 、 第 ３ 内 側 側 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ
て い る 第 ２ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 を 備 え て い る 。 本 工 具 は 、 更 に 、 第 １ 内 側 側 辺 に 沿 っ て 形
成 さ れ 、 第 ２ 側 辺 か ら の 距 離 を 表 示 し て い る 直 線 状 罫 引 き 目 盛 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 更 に 別 の 態 様 で は 、 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 を 使 っ て シ ー ト カ ッ ト 欠 き 込
み を 工 作 物 に 罫 引 く 方 法 を 提 供 し て い る 。 こ の 工 具 は 、 直 角 三 角 形 を 有 す る 平 板 状 の 部 材
で あ っ て 、 第 １ 側 辺 及 び 第 １ 側 辺 に 対 し て 垂 直 に 延 び る 第 ２ 側 辺 と 、 第 １ 側 辺 に 沿 う 当 接
手 段 と 、 第 １ 側 辺 か ら の 距 離 を 印 す た め の 、 材 木 の 標 準 的 な 幅 に 相 当 す る 所 定 の 距 離 を 含
み 第 ２ 側 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 距 離 罫 引 き 目 盛 と 、 第 ２ 側 辺 か ら 内 側 に 間 隔 を 空 け て
配 置 さ れ 、 第 １ 側 辺 か ら 所 定 の 距 離 に 配 置 さ れ て い る 少 な く と も １ つ の 欠 刻 を 含 む 、 第 ２
側 辺 に 平 行 な 少 な く と も １ つ の 罫 書 き 辺 を 有 す る 罫 書 き 棒 状 部 と 、 を 有 す る 。 本 方 法 は 、
工 作 物 に 鉛 直 線 を 引 く 段 階 と ； 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 を 、 工 作 物 上 に 、 当 接 手 段 を
工 作 物 の 側 辺 に 沿 わ せ て 配 置 す る 段 階 と ； 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 を 、 工 作 物 の 側 辺
に 沿 っ て 、 所 定 の 距 離 を 示 す 距 離 罫 引 き 目 盛 が 鉛 直 線 と 重 な る ま で 滑 動 さ せ る 段 階 と ； 建
築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 を 、 第 １ 側 辺 と 第 ２ 側 辺 の 交 点 で 画 定 さ れ る 枢 軸 点 を 中 心 と し
て 、 鉛 直 線 が 、 所 定 の 距 離 を 示 す 距 離 罫 引 き 目 盛 と 、 第 １ 側 辺 か ら 所 定 の 距 離 に 配 置 さ れ
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て い る 罫 書 き 棒 の 欠 刻 の 両 方 と 交 差 す る ま で 、 回 転 さ せ る 段 階 と ； シ ー ト カ ッ ト 欠 き 込 み
切 断 線 を 、 工 具 の 第 ２ の 直 線 状 の 辺 に 沿 っ て 、 鉛 直 線 か ら 工 作 物 の 側 辺 ま で 罫 引 く 段 階 を
含 ん で い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 ２ は 、 図 １ と 図 ２ に 示 さ れ る 。 代 表 的 な 工 具
２ に は 、 メ ー ト ル 法 測 定 単 位 を 画 定 す る 様 々 な 目 盛 が 設 け ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 容
易 に 理 解 頂 け る よ う に 、 メ ー ト ル 法 の 尺 度 が 本 発 明 を 実 施 す る た め の 唯 一 の 測 定 尺 度 で は
な く 、 工 具 ２ に は 、 英 国 の 測 定 単 位 イ ン チ の 様 な 他 の 測 定 単 位 を 画 定 す る 目 盛 を 使 用 す る
こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 ２ は 、 時 に は 屋 根 ふ き 用 直 角 定 規 と も
呼 ば れ る 直 角 三 角 形 の 周 辺 形 状 を 有 す る 平 板 状 部 材 ４ を 備 え て お り 、 第 １ 側 辺 ６ と 第 ２ 側
辺 １ ０ が 、 そ れ ぞ れ の 第 １ 端 部 ８ と 第 １ 端 部 １ ２ で 互 い に 直 角 に 交 わ り 、 枢 軸 点 ９ を 形 成
し て い る 。 平 板 状 部 材 ４ は 、 更 に 、 直 角 三 角 形 工 具 ２ の 斜 辺 を 形 成 す る 、 対 向 す る 端 部 １
６ 及 び ２ ０ を 有 す る 第 ３ 側 辺 １ ４ を 有 し て い る 。 第 ３ 側 辺 １ ４ は 、 一 方 の 端 部 １ ６ で 、 第
１ 側 辺 ６ と 第 １ 側 辺 の 反 対 側 の 端 部 １ ８ で 交 差 し て お り 、 そ の 反 対 側 の 端 部 ２ ０ で 、 第 ２
側 辺 １ ０ と 第 ２ 側 辺 の 反 対 側 の 端 部 ２ ２ で 交 差 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 一 方 の 方 向 に 面 す る 第 １ 平 面 ２ ４ と 、 反
対 の 方 向 に 面 す る 第 ２ 平 面 ２ ６ を 有 し て お り 、 両 平 面 は 平 行 で 、 例 え ば 、 約 １ ６ 分 の ３ イ
ン チ か ら ４ 分 の １ イ ン チ の 距 離 だ け 離 れ た 面 で あ る 。 第 １ の 平 滑 で 直 線 状 の 壁 面 ２ ８ は 、
そ の よ う な 両 平 面 の 間 を 第 ２ 側 辺 １ ０ に 沿 っ て 延 び 罫 引 き 辺 を 形 成 し 、 こ の 罫 引 き 辺 に 沿
っ て 鉛 筆 を 滑 ら せ 直 線 状 の 平 滑 な 線 を 引 く こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 第 ２ の 平 滑 で
直 線 状 の 壁 面 ３ ０ は 、 両 平 面 の 間 を 第 ３ 側 辺 １ ４ に 沿 っ て 延 び 、 こ れ も 工 具 ２ の こ の 側 辺
に 沿 っ て 平 滑 な 罫 引 き 辺 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 Ｔ 字 型 の 棒 ３ ２ は 、 第 １ 側 辺 ６ に 沿 っ て 設 け ら れ て お り 、 第 １
平 面 ２ ４ か ら 垂 直 に 、 こ れ に 向 か っ て 内 向 き に 向 い た 、 約 ４ 分 の １ イ ン チ の 短 い 距 離 だ け
外 方 向 に 突 出 す る 平 面 を 有 す る 第 １ 棚 状 突 起 ３ ４ と 、 第 ２ の 反 対 向 き の 平 面 ２ ６ か ら 垂 直
に 、 こ れ に 向 か っ て 内 向 き に 向 い た 、 約 四 分 の 一 イ ン チ の 短 い 距 離 だ け 外 方 向 に 突 出 す る
平 面 を 有 す る 第 ２ 棚 状 突 起 ３ ６ と を 有 し て い る 。 Ｔ 字 棒 ３ ２ は 、 外 方 向 に 工 具 ２ か ら 遠 ざ
か る 方 向 に 向 い た 反 対 側 平 面 ３ ８ を 有 し て い る 。 第 １ 及 び 第 ２ 第 ２ 棚 状 突 起 ３ ４ と ３ ６ の
こ れ ら の 寸 法 は 、 実 例 で あ っ て 、 限 定 を 加 え る も の で は な い 。 当 業 者 に は 容 易 に 分 か る こ
と で あ る が 、 Ｔ 字 棒 ３ ２ は 、 別 の 寸 法 で も よ く 、 第 １ 側 辺 ６ が 当 た る ス ト ッ パ に な る の で
あ れ ば 、 棚 状 突 起 ３ ４ 及 び ３ ６ の 代 わ り の 当 接 手 段 と し て 、 他 の 突 出 部 、 リ ッ プ 又 は フ ラ
ン ジ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ に 戻 る が 、 第 ２ 側 辺 １ ０ は 、 第 １ 側 辺 ６ の 端 部 ８ に 隣 接 す る 端 部 １ ２ を 起 点 と す る
距 離 罫 引 き 目 盛 ４ ０ を そ の 側 辺 に 沿 っ て 有 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 距 離 罫 引 き 目 盛 ４
０ は 、 第 １ 平 面 ２ ４ と 第 ２ 平 面 ２ ６ の 両 方 に 、 ０ ． ５ セ ン チ メ ー ト ル 刻 み で 形 成 さ れ て お
り 、 数 字 は 、 第 １ 側 辺 ６ の 端 部 ８ か ら 最 初 の １ セ ン チ メ ー ト ル 離 れ て い る こ と を 示 す 数 字
１ で 始 ま り 、 そ れ ぞ れ 順 次 対 応 す る セ ン チ メ ー ト ル を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 斜 辺 即 ち 第 ３ 側 辺 １ ４ に は 、 角 度 罫 引 き 目 盛 ４ ２ が 、 第 １ 平 面 ２ ４ と 第 ２ 平 面 ２ ６ の 両
方 に 、 そ の 側 辺 に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 角 度 罫 引 き 目 盛 ４ ２ は 、 第 １
側 辺 ６ の 端 部 １ ８ に 隣 接 す る 第 ３ 側 辺 の 端 部 １ ６ か ら 始 ま る 度 数 の 尺 度 を 画 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 ２ は 、 更 に 、 第 ２ 側 辺 １ ０ に 平 行 に 配 置 さ れ 、 そ こ か
ら 内 側 に 、 例 え ば 約 ８ 分 の ５ イ ン チ の 距 離 だ け 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ る 罫 書 き 棒 状 部 ４ ４
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を 含 ん で い る 。 罫 書 き 棒 状 部 ４ ４ は 、 平 行 な 罫 書 き 辺 ４ ４ ａ 及 び ４ ４ ｂ に よ っ て 境 界 が 定
め ら れ て お り 、 各 辺 は 、 第 ２ 側 辺 １ ０ に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 距 離 罫 引 き 目 盛 ４ ０ に 対 応
す る 欠 刻 ４ ６ を 有 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 連 続 す る 欠 刻 ４ ６ は 、 罫 書 き 辺 ４ ４ ａ と ４
４ ｂ の 間 で 互 い 違 い に な っ て お り 、 連 続 す る 欠 刻 ４ ６ の 間 の ０ ． ５ セ ン チ メ ー ト ル の 増 加
を 定 め て い る 。 こ の 形 状 構 成 は 、 ま た 、 罫 書 き 辺 ４ ４ ａ と ４ ４ ｂ に 形 成 さ れ て い る 隣 接 す
る 欠 刻 ４ ６ の 間 が １ セ ン チ メ ー ト ル と な っ て い る 。 罫 書 き 棒 状 部 ４ ４ は 、 第 １ 側 辺 ６ の 端
部 ８ か ら 、 １ ０ ． ５ セ ン チ メ ー ト ル の 距 離 、 即 ち 製 材 又 は 材 木 の 標 準 的 な メ ー ト ル 法 の 幅
、 に 形 成 さ れ て い る 罫 引 き 目 盛 ４ ０ ａ に 対 応 す る 欠 刻 ４ ６ ａ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 ２ は 、 平 行 す る 直 線 状 の 辺 ５ ２ と ５ ４ に よ っ て 境 界 を
定 め ら れ て い る 細 長 開 口 部 ５ ０ を 含 ん で い る 。 こ の 開 口 部 は 、 直 角 定 規 ２ の 斜 辺 即 ち 第 ３
側 辺 １ ４ に 平 行 で あ り 、 そ こ か ら 内 側 に 、 例 え ば 約 １ と ４ 分 の １ イ ン チ の 距 離 だ け 間 隔 を
空 け て 配 置 さ れ て い る 。 第 １ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 ５ ８ は 、 第 １ 平 面 ２ ４ と 第 ２ 平 面 ２ ６ の
両 方 に 、 細 長 開 口 部 ５ ０ の 直 線 状 の 辺 ５ ２ に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 例
え ば 、 第 １ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 ５ ８ は 、 隅 木 及 び 谷 木 の 鉛 直 線 を 測 定 す る た め 度 数 の 尺 度
を 規 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 普 通 垂 木 罫 引 き 目 盛 ５ ６ は 、 普 通 垂 木 に 対 す る 鉛 直 線 を 測 定 す る た め に 、 第 １ 平 面 ２ ４
と 第 ２ 平 面 ２ ６ の 両 方 に 、 細 長 開 口 部 ５ ０ の 直 線 状 の 辺 ５ ４ に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 本
実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 普 通 垂 木 罫 引 き 目 盛 ５ ６ は 、 垂 木 の 水 平 距 離 １ ０ セ ン チ メ ー ト ル
毎 に 上 昇 す る セ ン チ メ ー ト ル 高 さ に 相 当 す る ラ イ ズ 値 の 尺 度 を 規 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 ２ は 、 更 に 、 互 い に 直 角 に 交 わ る 第 １ 内 側 側 辺 ６ ２ 及 び 第 ２ 内 側 側
辺 ６ ４ と 、 斜 辺 と な る 第 ３ 内 側 側 辺 ６ ６ と を 有 す る 直 角 三 角 形 形 状 の ほ ぼ 三 角 形 の 開 口 部
６ ０ を 含 ん で い る 。 斜 辺 即 ち 第 ３ 内 側 側 辺 ６ ６ は 、 細 長 開 口 部 ５ ０ の 直 線 状 の 辺 ５ ２ 及 び
５ ４ に 平 行 で あ り 、 直 線 状 の 辺 ５ ４ か ら 、 例 え ば 約 ４ 分 の ３ イ ン チ の 距 離 だ け 間 隔 を 空 け
て 配 置 さ れ て い る 。 三 角 形 開 口 部 ６ ０ の 第 １ 内 側 側 辺 ６ ２ は 、 工 具 ２ の 第 １ 内 側 側 辺 ６ に
平 行 で あ り 、 そ の 内 側 に 、 例 え ば 約 ８ 分 の ５ イ ン チ の 距 離 だ け 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い
る 。 三 角 形 開 口 部 ６ ０ の 第 ２ 内 側 側 辺 ６ ４ は 、 工 具 ２ の 第 ２ 側 辺 １ ０ に 平 行 で あ り 、 そ こ
か ら 内 側 に 、 例 え ば ２ イ ン チ の 距 離 だ け 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。 特 に 、 第 ２ 内 側 側
辺 ６ ４ は 、 第 ２ 側 辺 １ ０ か ら 内 側 に 、 製 材 又 は 材 木 の 標 準 的 な メ ー ト ル 法 の 間 柱 の 寸 法 に
相 当 す る 距 離 だ け 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。 更 に 、 罫 書 き 棒 状 部 ４ ４ の 罫 書 き 辺 ４ ４
ａ は 、 第 ２ 側 辺 １ ０ か ら 内 側 に 、 製 材 又 は 材 木 の 標 準 的 な メ ー ト ル 法 の 間 柱 の 寸 法 の 半 分
に 相 当 す る 距 離 だ け 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ の 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 ６ ８ は 、 隅 木 及 び 谷 木 に 鉛 直 線 を 測 定 す る た め に 、 第 １ 平 面
２ ４ と 第 ２ 平 面 ２ ６ の 両 方 に 、 三 角 形 開 口 部 ６ ０ の 斜 辺 で あ る 第 ３ 内 側 側 辺 ６ ６ に 沿 っ て
形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 ６ ８ は 、 第 １ の 隅 木 谷 木 罫
引 き 目 盛 ５ ８ と は 異 な る 尺 度 、 例 え ば 、 垂 木 の 水 平 距 離 約 １ ４ セ ン チ メ ー ト ル 毎 に 上 昇 す
る セ ン チ メ ー ト ル 高 さ に 相 当 す る ラ イ ズ 値 の 尺 度 を 規 定 し て い る 。 切 り 込 み ７ ０ と ７ ２ は
、 そ れ ぞ れ 、 ユ ー ザ ー が 、 第 ３ 内 側 側 辺 ６ ６ の 両 端 付 近 に 形 成 さ れ て い る 第 ２ 隅 木 谷 木 罫
引 き 目 盛 ６ ８ を 使 っ て 隅 木 及 び 谷 木 に 測 定 値 を 罫 引 き で き る よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 内 側
側 辺 ６ ２ 及 び ６ ４ と 交 差 し て い る 斜 辺 即 ち 第 ３ 内 側 側 辺 ６ ６ の 両 端 に 形 成 さ れ て い る の が
望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 直 線 状 の 罫 引 き 目 盛 ７ ４ は 、 直 角 定 規 ２ の 互 い に 反 対 方 向 を 向 く 平 面 ２ ４ と ２ ６ 両 方 に
、 三 角 形 開 口 部 ６ ０ の 第 １ 内 側 側 辺 ６ ２ に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 内 側 側 辺 ６ ２ 沿 っ て 工 具 ２ の
第 ２ 側 辺 １ ０ か ら の 距 離 を 表 す 印 で 始 ま っ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 直 線 状 の 罫
引 き 目 盛 ７ ４ は 、 １ セ ン チ メ ー ト ル 刻 み で 形 成 さ れ て お り 、 数 字 は 、 第 ２ 側 辺 １ ０ か ら ６
セ ン チ メ ー ト ル 離 れ て い る こ と を 示 す 数 字 ６ で 始 ま り 、 そ れ ぞ れ 順 次 対 応 す る セ ン チ メ ー
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ト ル を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 詳 述 さ れ た 本 発 明 に よ る 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 ２ の １ つ の 使 用 法 は 、 普 通 垂 木 と し て 用 い
ら れ る 製 材 又 は 材 木 に 、 業 界 で バ ー ズ マ ウ ス と 呼 ば れ て い る 欠 き 込 み の 様 な 三 角 形 の 欠 き
込 み 切 断 部 を 罫 引 く こ と で あ る 。 こ の 部 分 は 切 除 さ れ 、 普 通 垂 木 が 母 屋 の 壁 面 か ら 所 望 の
角 度 で 斜 め 上 方 向 に 伸 張 す る と き 、 母 屋 の 壁 面 を 受 け 入 れ 、 そ こ に 据 え る 欠 き 込 み で あ る
。 図 ３ は 、 工 作 物 １ ０ ２ の バ ー ズ マ ウ ス １ ０ ６ を 示 し て い る 。 バ ー ズ マ ウ ス １ ０ ６ の 一 方
の 側 辺 は 、 母 屋 の 垂 直 の 側 壁 に 当 接 し 垂 直 に 伸 張 し 、 バ ー ズ マ ウ ス の 他 方 の 側 辺 は 、 水 平
方 向 に 伸 張 し 、 母 屋 の 上 向 き で 水 平 方 向 に 伸 張 す る 面 の 上 に 据 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 先 ず 鉛 直 線 １ ０ ０ が 、 普 通 垂 木 に 加 工 さ れ る こ と に な る 工 作 物 １ ０
２ に 引 か れ る 。 こ の 場 合 、 鉛 直 線 １ ０ ０ は 、 普 通 垂 木 を 所 定 の 位 置 に 配 し た と き に 垂 直 に
な る 。 鉛 直 線 １ ０ ０ を 罫 引 く に は 、 ユ ー ザ ー は 、 工 具 ２ を 工 作 物 １ ０ ２ の 上 に 、 Ｔ 字 棒 ３
２ を 工 作 物 １ ０ ２ の 側 辺 １ ０ ４ に 沿 っ て 押 し 付 け て 配 置 し 、 工 具 を 工 作 物 上 の 所 望 の 位 置
ま で 滑 動 さ せ る 。 工 具 は 、 第 １ 側 辺 ６ の 端 部 １ ８ が 、 普 通 垂 木 罫 引 き 目 盛 ５ ６ の 所 望 の ラ
イ ズ 値 が 側 辺 １ ０ ４ と 整 列 す る ま で 、 工 作 物 １ ０ ２ の 側 辺 １ ０ ４ か ら 離 れ る 方 向 に 、 枢 軸
点 ９ を 中 心 に 回 さ れ る 。 或 い は 、 ユ ー ザ ー は 、 工 具 を 、 角 度 罫 引 き 目 盛 ４ ２ の 所 望 の 度 数
測 定 値 が 側 辺 １ ０ ４ と 整 列 す る ま で 、 側 辺 １ ０ ４ か ら 離 れ る 方 向 に 回 転 さ せ て も よ い 。 普
通 垂 木 の 鉛 直 線 １ ０ ０ は 、 工 具 ２ の 第 ２ 側 辺 １ ０ に 沿 っ て 引 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 工 具 ２ を 裏 返 し て 工 作 物 １ ０ ２ の 上 に 、 バ ー ズ マ ウ ス １ ０ ６ を 切 り 欠 く こ と に な
る 工 作 物 １ ０ ２ の 側 辺 １ ０ ４ に 沿 っ て Ｔ 字 棒 ３ ２ を 押 し 付 け て 配 置 す る 。 直 角 定 規 ２ の 第
２ 側 辺 １ ０ は 、 工 作 物 の 内 側 に 伸 張 し 、 距 離 罫 引 き 目 盛 ４ ０ の １ ０ ． ５ セ ン チ メ ー ト ル の
目 盛 ４ ０ ａ を 、 製 材 又 は 材 木 の 標 準 的 な メ ー ト ル 法 の 幅 に 相 当 す る １ ０ ． ５ セ ン チ メ ー ト
ル の 距 離 だ け 内 側 に 配 置 す る 。 ユ ー ザ ー は 、 工 具 ２ を 、 工 作 物 １ ０ ２ の 辺 １ ０ ４ に 沿 っ て
、 １ ０ ． ５ セ ン チ メ ー ト ル の 目 盛 ４ ０ ａ が 鉛 直 線 １ ０ ０ と 重 な る ま で 滑 動 さ せ る 。 次 に 、
図 ５ に 示 す よ う に 、 直 角 定 規 ２ を 、 枢 軸 点 ９ を 中 心 と し て 、 １ ０ ． ５ セ ン チ メ ー ト ル の 目
盛 ４ ０ ａ が 垂 直 線 １ ０ ０ に 重 な っ た 状 態 で 、 垂 直 線 １ ０ ０ が 、 １ ０ ． ５ セ ン チ メ ー ト ル の
目 盛 ４ ０ ａ 及 び 罫 書 き 棒 状 部 ４ ４ の 対 応 す る 欠 刻 ４ ６ ａ と 交 差 す る ま で 、 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 直 角 定 規 ２ を こ の 位 置 ま で 回 転 さ せ る と 、 第 ２ 側 辺 １ ０ は 、 垂 直 線 １ ０ ０ に 対 し て 垂 直
に 伸 張 す る 。 次 に 、 切 断 線 １ ０ ８ を 、 第 ２ 側 辺 １ ０ に 沿 っ て 垂 直 線 １ ０ ０ か ら 工 作 物 １ ０
２ の 辺 １ ０ ４ ま で 引 く 。 こ の 切 断 線 １ ０ ８ は 、 垂 直 線 １ ０ ０ に 対 し 直 角 に 伸 張 す る 。 次 に
、 バ ー ズ マ ウ ス １ ０ ６ を 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 切 断 線 １ ０ ８ と 、 鉛 直 線 １ ０ ０ 上 を 工 作 物
１ ０ ２ の 辺 １ ０ ４ か ら 前 述 の 切 断 線 １ ０ ８ と の 交 点 ま で 切 断 す る 。 こ の よ う に す る と 、 普
通 垂 木 が 母 屋 か ら 正 し い 対 角 位 置 で 所 望 の 角 度 で 伸 張 す る と き 、 垂 直 線 １ ０ ０ に 沿 う バ ー
ズ マ ウ ス １ ０ ６ の 部 分 は 、 母 屋 の 垂 直 の 辺 と 垂 直 に 当 接 し 、 切 断 線 １ ０ ８ に 沿 っ て 切 断 さ
れ た 部 分 は 、 母 屋 の 水 平 な 面 と 水 平 に 当 接 し こ れ に 載 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 詳 述 さ れ た 本 発 明 に よ る 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 ２ の 別 の 使 用 法 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 隅 木 谷
木 罫 引 き 目 盛 ５ ８ と ６ ８ を 使 っ て 隅 木 及 び 谷 木 に 鉛 直 線 を 罫 引 く こ と で あ る 。 具 体 的 に は
、 工 具 ２ を 、 工 作 物 の 上 に 、 Ｔ 字 棒 ３ ２ を 工 作 物 の 側 辺 に 沿 っ て 押 し 付 け た 状 態 に 配 置 す
る 。 工 具 ２ を 、 枢 軸 点 ９ を 中 心 に 、 第 ２ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 ６ ８ の 所 望 の ラ イ ズ 値 が 工 作
物 の 側 辺 と 整 列 す る か 、 第 １ 隅 木 谷 木 罫 引 き 目 盛 ５ ８ の 所 望 の 度 数 測 定 値 が 工 作 物 の 側 辺
と 整 列 す る ま で 、 第 １ 側 辺 ６ の 端 部 １ ８ が 工 作 物 の 側 辺 か ら 離 れ る 方 向 に 回 す 。 隅 木 谷 木
の 垂 直 線 が 、 工 作 物 上 に 、 工 具 ２ の 第 ２ 側 辺 １ ０ に 沿 っ て 引 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 詳 述 さ れ た 本 発 明 に よ る 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 ２ は 、 工 作 物 の 辺 に 垂 直 な 線 又 は 工 作 物 の
辺 に 平 行 な 線 を 罫 書 く の に 用 い る こ と も で き る 。 具 体 的 に は 、 工 具 ２ を 、 工 作 物 の 上 に 、
Ｔ 字 棒 ３ ２ を 工 作 物 の 側 辺 に 沿 っ て 押 し 付 け た 状 態 に 配 置 す る 。 垂 直 線 を 罫 書 く に は 、 ユ
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ー ザ ー は 、 工 作 物 上 に 、 工 具 ２ の 第 ２ 側 辺 １ ０ に 沿 っ て 線 を 引 く 。 平 行 線 を 罫 書 く に は 、
ユ ー ザ ー は 、 罫 書 き 棒 ４ ４ の 欠 刻 ４ ６ に 鉛 筆 を 置 き 、 Ｔ 字 棒 ３ ２ を 側 辺 に 沿 っ て 押 し 付 け
た ま ま 、 工 具 ２ を 工 作 物 の 側 辺 に 沿 っ て 滑 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 、 詳 述 さ れ た 本 発 明 に よ る 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 ２ は 、 製 材 又 は 材 木 に 対 応 す る 標 準
的 な 間 柱 の 寸 法 に 対 応 す る 、 例 え ば 敷 板 の よ う な 工 作 物 の 辺 に 垂 直 な 一 対 の 線 を 罫 書 く の
に 用 い る こ と も で き る 。 具 体 的 に は 、 工 具 ２ を 、 工 作 物 の 上 に 、 Ｔ 字 棒 ３ ２ を 工 作 物 の 側
辺 に 沿 っ て 押 し 付 け た 状 態 に 配 置 す る 。 ユ ー ザ ー は 、 工 作 物 上 に 、 工 具 ２ の 第 ２ 側 辺 １ ０
に 沿 っ て 第 １ 線 を 引 き 、 三 角 形 開 口 部 ６ ０ の 第 ２ 内 側 側 辺 ６ ４ に 沿 っ て 第 ２ 線 を 引 く 。 第
１ 及 び 第 ２ 線 は 、 工 作 物 上 の 間 柱 の 配 置 を 描 く 。 ユ ー ザ ー は 、 罫 書 き 棒 ４ ４ の 罫 書 き 辺 ４
４ ａ に 沿 っ て 工 作 物 上 に 線 を 引 く こ と に よ っ て 、 間 柱 の 中 心 線 を 罫 書 く こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 更 に 、 詳 述 さ れ た 本 発 明 に よ る 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 ２ は 、 鋸 ガ イ ド と し て 使 用 す る こ と
も で き る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ ー は 、 普 通 垂 木 又 は 隅 木 谷 木 に 鉛 直 線 を 罫 引 く の に 、 上 述 の 方
法 で 、 枢 軸 点 ９ を 工 作 物 の 側 辺 に 沿 っ て 押 し 付 け た 状 態 で 、 工 具 ２ を 工 作 物 の 上 に 配 置 す
る こ と が で き る 。 次 に 、 ユ ー ザ ー は 、 鋸 を 工 具 ２ の 側 辺 １ ０ に 沿 っ て 走 ら せ て 工 作 物 に 所
望 の 切 断 を 施 す こ と が で き る 。 当 業 者 に は 理 解 頂 け る よ う に 、 工 具 ２ は 、 更 に 、 工 具 の 斜
辺 即 ち 第 ３ 側 辺 １ ４ に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 角 度 罫 引 き 目 盛 ４ ２ を 使 っ て 様 々 な 角 度 を レ
イ ア ウ ト 又 は 測 定 す る た め の プ ロ テ ク タ ー か 、 或 い は 工 作 物 を ９ ０ 度 の 角 度 と ４ ５ 度 の 角
度 に 整 列 さ せ る 留 め 継 ぎ 用 定 規 と し て 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 を 、 特 定 の 例 示 と な る 実 施 形 態 を 参 照 し て 説 明 し 、 図 示 し た が 、 本 発 明 は 、 こ れ
ら 例 示 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 当 業 者 に は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 定 義 す る 本
発 明 の 真 の 範 囲 と 精 神 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 変 更 及 び 修 正 を 加 え る こ と が で き る こ と は
、 明 ら か な と こ ろ で あ る 。 従 っ て 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 内 容 と そ の 等 効 物 の 範 囲 内 の 全 て の
変 更 及 び 修 正 は 、 本 発 明 に 含 ま れ る も の と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 の 部 分 立 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 普 通 垂 木 の バ ー ズ マ ウ ス 、 即 ち シ ー ト カ ッ ト を 示 し て い る 。
【 図 ４ 】 普 通 垂 木 に 鉛 直 線 を 罫 引 く の に 用 い ら れ る 図 １ の 建 築 者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 の
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 普 通 垂 木 に シ ー ト カ ッ ト 、 即 ち バ ー ズ マ ウ ス を 罫 引 く の に 用 い ら れ る 図 １ の 建 築
者 の 測 定 及 び 罫 引 き 工 具 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

(11) JP 2006-520002 A 2006.8.31



【 国 際 調 査 報 告 】
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